
と
言
う
と
ん
で
も
な
い
発
想
か

ら
の
産
物
で
あ
り
、
憲
法
の
規

定
す
る
公
務
員
制
度
と
は
全
く

相
容
れ
な
い
も
の
で
す
。

震
災
を
理
由
に
５
％
の
賃
金

削
減
の
動
き
も
あ
り
、
こ
う
し

た
法
案
と
併
せ
て
連
休
明
け
に

は
公
務
員
法
の
改
定
が
国
会
に

提
出
さ
れ
る
事
が
予
想
さ
れ
ま

。

「

」

す

い
ず
れ
に
し
て
も

力

が
無
け
れ
ば
労
働
条
件
は
守
れ

な
い
こ
と
に
な
り
、
ま
す
ま
す

団
結
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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公務員制度「改革」の全体像決定

手足をしばり、労働条件切り下げ
公務員
制度
「改革」

「
労
働
協
約
権
」
は
”
付
与

“

組
合
に
力
が
な
け
れ
ば
処
遇
は
維
持
で
き
な
い

労
働
組
合
に
「
認
証
」
制
度

管
理
運
営
事
項
も
温
存

国
家
公
務
員
制
度
改
革
推
進
本
部
（
菅
首

相
本
部
長
）
は
４
月
５
日
公
務
員
制
度
改
革

の
「
全
体
像
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
改
訂
点
は
一
般
職
の
公
務
員
に
「
協

約
締
結
権
」
を
回
復
さ
せ
、
人
事
院
勧
告
制

度
は
廃
止
、
労
使
間
の
交
渉
で
賃
金
な
ど
の

労
働
条
件
を
決
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

人
事
院
を
廃
止
し
、
使
用
者
側
の
機
関
と

し
て
「
公
務
員
庁
（
仮
称

」
を
設
置
、
さ
ら

）

に
公
務
員
の
中
立
性
を
危
う
く
し
、
政
治
任

用
な
ど
幹
部
人
事
の
一
元
化
を
謀
る
「
内
閣

人
事
局
」
を
設
置
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
交
渉
力
の
バ
ッ
ク
と
な
る
「
争

議
権
」
は
認
め
ず
、
協
約
締
結
の
条
件
と
し

て
「
構
成
員
の
過
半
数
が
団
結
権
を
有
す
る

職
員
」
と
し
た

「
認
証
」
制
度
を
導
入
し
、

法
律
な
ど
の
改
定
を
必
要
と
す
る
事
項
に
は

「
内
閣
の
事
前
承
認
」
を
必
要
と
し
、
管
理

運
営
事
項
は
交
渉
の
対
象
と
し
な
い
な
ど
、

が
ん
じ
が
ら
め
に
手
足
を
縛
り

ま
る
で

象

、

「

と
ア
リ
の
闘
い
」
を
強
い
る
よ
う
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
そ
も
そ
も
の
動
機
が
「
交
渉
を
通

し
て
公
務
員
の
労
働
条
件
を
切
り
下
げ
る
」

震
災
に
便
乗
し
た
、
地
域
主
権
、

道
州
制
の
推
進
な
ど
許
さ
れ
な
い

内
閣
府
の
地
域
主
権
戦
略
室
は
震
災
直
後
の
３
月
１

７
日
付
で
全
国
知
事
会
宛
に
「
移
譲
に
向
け
て
速
や
か

に
着
手
す
る
事
務
・
権
限
に
つ
い
て
（
依
頼
）
と
い
う

文
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
こ
の
文
書
は
、
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
で
決
定
さ
れ
た
一
つ
の
都
道
府
県
内
で
完
結

す
る
事
務
・
権
限
な
ど
の
「
移
譲
希
望
」
を
４
月
１
５。

日
ま
で
に
提
出
を
求
め
て
い
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

（
指
定
都
市
会
長
に
は
同
文
書
を
４
月
１
日
付
、
提
出

期
限
５
月
１
３
日
で
発
送
し
て
い
る
）

東
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
が
壊
滅
的
被
害
を
受
け
、
原

発
事
故
で
多
く
の
方
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
復
興

の
目
途
さ
え
立
っ
て
い
な
い
中
、
今
求
め
ら
れ
る
の
被

災
者
救
済
と
復
興
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
よ
う
に
「
国
の
出
先
機
関
を
廃
止

し
て
国
民
を
守
り
復
興
が
出
来
る
の
か
」
を
徹
底
し
て

検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
し
て
、
被
災
地
の
自
治
体
で
ま
と
も
に
検
討
し
、

期
日
ま
で
に
回
答
出
来
る
状
況
な
の
か
！

、

「

、

ま
た

財
界
は

道
州
制
の
先
行
モ
デ
ル
を
目
指
し

東
北
地
域
全
体
を
総
合
的
に
考
え
る

「
コ
ス
ト
負
担
に

」

係
る
国
民
的
合
意
」
な
ど
を
提
唱
し
、
道
州
制
や
消
費

税
の
引
き
上
げ
、
特
区
制
度
な
ど
で
一
層
の
規
制
緩
和

を
要
求
、
ま
さ
に
震
災
に
便
乗
し
て
、
利
潤
追
求
と
財

界
の
目
指
す
「
究
極
の
構
造
改
革
」
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

信
濃
毎
日
新
聞
は
３
月
２
７
日
付
社
説
で
「
…
そ
の
時、

東
北
州
政
府
は
き
め
細
か
な
支
援
が
出
来
る
だ
ろ
う
か

、

、

州
政
府
の
下
に
再
編
さ
れ

大
き
く
な
っ
た
市
町
村
は

住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
道
州
制

に
賛
成
出
来
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

大
震
災
、
原
発
事
故
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
こ
の
国

を
ど
う
復
興
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
中
、
ど
さ
く
さ。

に
紛
れ
た
拙
速
な
方
向
付
け
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん

国
民
を
守
る
と
い
う
国
や
自
治
体
の
原
点
に
返
り
、

そ
の
立
場
で
改
め
て
地
域
主
権
そ
の
も
の
の
見
直
し
が

必
要
で
す
。



基
本
的
に
は
退
職
勧
奨
が
無

く
な
り
、
定
年
ま
で
勤
め
、
再

任
用
す
る
人
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
平
成
２
２
年
度
の
管

理
職
員
等
の
退
職
者
の
内
訳
を

見
る
と
定
年
退
職
者
１
１
３

名
、
勧
奨
退
職
者
４
４
名
、
自

己
都
合
退
職
者
２
６
名
（
ユ
ニ

）

。

オ
ン
調
べ

と
な
っ
て
い
ま
す

管
理
職
員
等
の
定
年
退
職
者
の

内
、
再
任
用
さ
れ
た
方
が
７
４

名
、
６
５
％
と
な
っ
て
お
り
、

ほ
ぼ
昨
年
同
様
の
再
任
用
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

役
職
で
は
今
回
初
め
て
九
州

で
総
務
調
整
官
、
局
施
工
管
理

官
が
技
術
事
務
所
で
再
任
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。

再
任
用
は
平
成
１
４
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
最
初
は
全
員

２
級
採
用
と
い
う
ひ
ど
い
条
件

で
し
た
が
、
ユ
ニ
オ
ン
の
ね
ば

り
強
い
運
動
で
平
成
２
０
年
度

採
用
者
か
ら
管
理
職
経
験
者
は

「
指
導
員
３
級
」
と
改
善
が
図

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
再
任
用
者
が
一
層
増
大

す
る
の
は
必
至
で
あ
り
、
再
任

用
者
の
業
務
の
位
置
づ
け
、
処

遇
、
現
役
と
の
調
和
を
と
る
定

員
の
別
枠
カ
ウ
ン
ト
な
ど
、
改

善
す
べ
き
課
題
も
増
大
し
て
い

ま
す
。
ユ
ニ
オ
ン
は
出
張
所
も
含
め

た
勤
務
場
所
の
拡
大
、
週
４
日

勤
務
、
な
ど
業
務
と
処
遇
を
連

動
し
た
勤
務
条
件
の
改
善
を
求

め
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
ユ

ニ
オ
ン
情
報
１

９
６
号
参
照
）

第
十

四
回

定
期

全

国
大

会
召

集

国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
規
約
第
十
一
条
及
び
議
事
運

営
細
則
第
四
条
に
基
づ
き
、
第
十
四
回
定
期
全
国

大
会
を
召
集
し
ま
す

日
時

二
〇
一
一
年

五
月
二
八
日
（
土
）

（
日
）

五
月
二
九
日

場
所

東
京
都
中
央
区
晴
海
三
ー
八
ー
一

晴
海
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

議
題

①
二
〇
一
〇
年
度
運
動
の
総
括
及
び

二
〇
一
一
年
度
運
動
方
針
（
案
）

②
二
〇
一
一
年
度
財
政
方
針
（
案
）

③
二
〇
一
〇
年
度
会
計
監
査
報
告

二
〇
一
一
年
四
月
十
一
日

中
央
執
行
委
員
長

岡
村

昌
美

二
〇
一
一
年
度
中
央
諸
役
員
の
立
候
補
受
付

二
〇
一
〇
年
度
諸
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
二

〇
一
一
年
度
中
央
諸
役
員
の
選
出
を
お
こ
な
う
の

で
、
左
記
の
と
お
り
立
候
補
受
付
を
公
示
し
ま
す
。

一
、
役
員
と
定
数

国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
規
約
第
二
四
条
に
よ
る

二
、
立
候
補
の
締
切
日

二
〇
一
一
年
五
月
二
九
日

三
、
選
挙
二
〇
一
一
年
五
月
二
九
日
に
大
会
代
議
員
の
投

票
に
よ
り
行
う

四
、
立
候
補
の
届
出

立
候
補
す
る
組
合
員
は
中
央
選
挙
管
理
委
員
長

宛
に
届
け
出
る
こ
と
。

届
出
先
は
国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
中
央
本
部
ま
で
。

二
〇
一
一
年
四
月
十
一
日

中
央
選
挙
管
理
委
員
長

第
一
四
回
全
国
大
会
の
成
功
を

職
場
を
守
り
、
防
災
官
庁
の
充
実
を

ユ
ニ
オ
ン
の
第
一
四
回
全
国
大
会
が
五
月
二
八
，
二
九

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
大
会
は
私
た
ち
の
職
場
で
あ
る
出
先
機
関
の
原、

則
廃
止
・
移
譲
が
具
体
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
で

大
震
災
が
発
生
し
、
ま
さ
に
、
防
災
機
関
と
し
て
の
役
割

と
必
要
性
、
そ
の
力
量
が
日
々
検
証
さ
れ
て
い
る
中
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

、

、

こ
う
し
た
大
災
害
に
直
面
し

地
域
主
権
や
人
員
削
減

民
間
だ
よ
り
の
体
制
で
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と

が
出
来
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
先
日
委
員
長
か
ら
「
平
時
で
は
見
え
な

い
問
題
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
大
会
に
持
ち
寄
り
、
有
る
べ
き

方
向
を
提
起
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
結
成
の
原
点
で
も
あ
る
「
国
民
に
喜
ば
れ
る

仕
事
」
を
進
め
る
た
め
、
具
体
的
事
例
を
持
ち
寄
り
、
大

会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う

被
災
地
へ
の
支
援
を
継
続
し
よ
う

ユ
ニ
オ
ン
、
全
建
労
、
退
職
者
の
会

共
同
で
支
援
の
訴
え

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
現
地
は
や
っ
と
仮
設
住
宅
の
建
設
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
状
況
で
、
ま
だ
多
く
の
人
た
ち
が
避

難
所
で
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
ユ
ニ
オ
ン
は
全
建
労
と
共
同
で
支
援
を
訴

え
て
き
て
い
ま
す
が
、
４
月
１
２
日
現
在
全
建
労、

の
カ
ン
パ
口
座
に
寄
せ
ら
れ
た
支
援
金
は
三
三
件

一
，
〇
一
二
，
七
二
六
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
は
大
規
模
で
広
域
、
長
期
の
支
援
が
必
要
で

す
。
ユ
ニ
オ
ン
、
全
建
労
、
退
職
者
の
会
連
名
で

再
度
支
援
の
訴
え
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
毎
月

の
給
料
日
に
各
職
場
で
カ
ン
パ
袋
を
回
す
な
ど
、

引
き
続
き
継
続
的
に
被
災
地
へ
の
支
援
を
取
り
組

み
ま
し
ょ
う

平
成
２
３
年
度
再
任
用
者
過
去
最
高
の

３
５
７
人
に
、
内
管
理
職
員
か
ら
は
１
３
３
人

九
州
で
は
総
務
調
整
官
、
局
管
理
官
か
ら
も




